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研究要旨 インフルエンザサーベイランスを実施するうえで、地方衛生
研究所（地衛研）に必要な検査技術の維持・向上を目的として、検査技
術の実態調査を行っている。その調査や実際のサーベイランスにおける
不具合・問題点・改良点等について、レファレンス（コア・サポート）
地衛研と連携して対応した。 

 
Ａ．研究目的 
インフルエンザサーベイランスは、イン

フルエンザウイルスの流行状況を把握する
だけでなく、インフルエンザワクチンのた
めのウイルス株選定や抗インフルエンザ薬
に対する耐性株の検出という役割を担って
いる。そのためには分離ウイルスが必要で
あり、したがって地方衛生研究所（地衛研）
における検査技術の維持・向上が大変重要
である。そこで本研究では、インフルエン
ザレファレンス（コア・サポート）地衛研
と連携し、地衛研の検査技術の維持と向上
を図るために実施している実態調査に関し
て、あるいはインフルエンザサーベイラン
スにおける問題点・改良点を洗い出すこと
を目的とした。 
 
Ｂ．研究方法 
インフルエンザレファレンス（コア・サ

ポート）地衛研と、地衛研の検査技術の維
持・向上のための実態調査の実施を計画し
た。またインフルエンザサーベイランスに
おける問題点・改良点に関する意見・質問
を受ける計画をした。 
 
Ｃ．研究結果 
 2020 年度は新型コロナウイルスの流行
のため実態調査の実施を断念したが、次年
度以降のための準備をした。また、インフ
ルエンザウイルスの流行に備えて、病原体
サーベイランスに関する情報をインフルエ
ンザレファレンス（コア・サポート）地衛
研を通して全国地衛研と共有した。 
 
Ｄ．考察 
全国地衛研を対象とした実態調査は、新

型コロナウイルスの流行の影響を受けたが、
インフルエンザウイルスの流行に備えて、
情報共有を行ったことは、サーベイランス

を円滑に進める上で重要だったと思われる。 
 
Ｅ．結論 
コア・サポート地衛研と連携し、情報共

有・意見交換を行うことで、全国での実態
調査やサーベイランスが円滑に実施されて
いる。 
 
Ｆ．健康危険情報 
該当なし 

 
Ｇ．研究発表 
論文発表 
該当なし 
 
学会発表 
該当なし 
 
Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 
  （予定を含む。） 
１．特許取得 
該当なし 
２．実用新案登録 
該当なし 
３．その他 
該当なし 
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